
小・中学校特別支援教育コーディネーター養成の経緯概要
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1  特別支援教育コーディネーターについて
　 各学校の校長が指名し、校務分掌に位置付ける教員。校内委員会・校内研修の企画・運営、関係諸機関
 ・学校との連絡・調整、保護者からの相談窓口などの役割を担う。
   校長はコーディネーターが、学校において組織的に機能するよう努める。現在、全ての小・中学校にお
 いて校長が指名している。

２　特別支援教育コーディネーターの養成研修について

養成講座  Ａ地域  ６０名 
日数：5～6日 
コーディネーター概論、 
実態把握の在り方 等 

リーダー養成講座   
ＡＢ地域４６名 
日数：４日 
心理検査を生かした指導  等 

リーダーフォローアップ研修講
座 
全市町村 ８０名    
日数：２日 

特別支援教育体制整備事業 
県内市町村を６つのブロックに分け、ブロック毎

に研修会を企画 
特別支援学校見学、発達障害の特性理解 等 

県立教育研究所 
特別支援教育コーディネータースキルアップ研修講座 
日数：１日 

知能検査の理解と活用研修講座 
日数：１日 
ＷＩＳＣーⅣ知能検査の理解と活用 

フォローアップ講座  ＡＢ地域 
日数：１日 
校内支援体制の現状と課題 等 

養成講座  Ｂ地域 １１１名 
 
 
 

養成講座  Ｃ地域 １０９名 
 
 

リーダー養成講座   
Ｃ地域３２名 
 

フォローアップ講座  Ｃ地域 
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